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一貫構造計算ソフトの対応状況について 

岡部株式会社 
旭化成建材株式会社 

 
1. 一貫構造計算ソフトとのデータ連携について 

BTM には一貫構造計算ソフトから出力される柱脚データファイルを読み込み、BTM 上での応力の入力作業を省略する機能があります。柱脚データ

ファイルには当該物件に使用されているベースパックまたはセレクトベースの検討に必要な応力等が記録されています。 
ベースパック、セレクトベースに対応している一貫構造計算ソフトは以下の通りです。バージョンにより対応機能、シリーズが一部異なる場合があ

りますので、最新のバージョンをご利用ください。なお、柱脚データファイルに出力される数値は、各ソフト固有の計算方式、柱脚仕様の検討、節点参

照方法等によるものですので、詳細は各ソフトのマニュアルをご確認ください。 
 
メーカー ソフト 補足説明 
ユニオンシステム㈱ ・SS7 ・SS３は「基礎柱型破壊防止の検討」などの最新の評定の内容が組込まれていません。また、

今後最新の評定に対応する予定はありません。現在の組込内容については 2 ページ目以降を
ご確認ください。 

㈱構造ソフト ・BUILD. 一貫 VI  
㈱構造システム ・構造モデラー+NBUS7  
㈱アークデータ研究所 ・ASCAL  
㈱NTT ファシリティーズ ・SEIN La CREA ・一次設計時の柱脚応力は節点応力を BTM に出力するため、危険断面位置の応力を用いる

計算書の結果と BTM内の数値及び計算結果が異なります。 
㈱竹中工務店 ・BRAINNX ・BRAINNXでは柱脚応力の確認と保有耐力接合の判定は行われません。これらの検討は必

ず BTMで行うようお願いします。 
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2. 一貫構造計算ソフトでの対応型式 
一貫構造計算ソフトで検討可能なベースパックおよびセレクトベースのシリーズは以下の通りです。 

 
 

 
 
※1 CFT 柱には対応していません。 

※2 角形鋼管用 F3 シリーズのみ溶接組立箱型断面柱にも対応。 

※3 一部仕様は CFT 柱に対応していません。詳細はカタログ、設計ハンドブック等をご参照ください。 

※4 UB 及びⅡ型の 35-25R,45-28R,50-28R,55-28R は組み込まれていません。 

※5 CFT 柱を採用した場合、保有耐力接合を満足しないものとして判定し、計算されます。 

※6 溶接組立箱型断面柱には対応していません。 

※7 一貫構造計算ソフトで「ST0093-18」と表記される場合がありますが、「ST0093-19」と構造計算上の相違はありません。 

※8 一貫構造計算ソフト上の製品名がカタログ表記と異なります（末尾「T」の有無）が、構造計算上の数値は同じためそのままご採用下さい。 
詳しくは「露出型弾性固定柱脚⼯法「ベースパック」製品ラインナップの刷新について」（下記 URL）をご確認ください。 

https://www.b-pack.net/assets/pdf/news/abouthyoutei_202509.pdf 
  

メーカー ソフト

F2,F3,F4 円形※8 H形※8 Ⅰ型,Ⅱ型,P3,UB NT-FX3,S3 NT-CF3

角形鋼管※1 円形鋼管
（含CFT※3）

H形鋼
角形鋼管

（含CFT）
CFT柱専用

（角形鋼管）
角形鋼管

（含CFT）
ST0335-01 ST0093-19※7 ST0314-03 ST0093-19※7 ST0314-02

SS7 〇※2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
SS3 × × × × 〇※4 〇 〇 ×

㈱構造ソフト BUILD.一貫Ⅵ 〇 〇※5 〇 〇※5 〇 〇 〇※5 〇※5

㈱構造システム ＋NBUS7 〇※6 〇※5 〇 〇※5 〇 〇 〇※5 〇※5

㈱アークデータ研究所 ASCAL 〇 〇※1 〇 〇※1 〇 〇 × 〇※1

㈱NTTファシリティーズ SEIN La CREA 〇※6 〇※1 〇 〇※1 〇 〇 × 〇※1

㈱竹中工務店 BRAINNX 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

角形鋼管
（含CFT※3）

ST0054-12

ユニオンシステム㈱ 

現行シリーズ 旧シリーズ
ベースパック セレクト

ベース
ベースパック セレクト

ベース
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3. 一貫構造計算ソフトで検討可能な項目 
 一貫構造計算ソフトで検討可能な項目は以下の通りです。詳細は設計ハンドブックをご確認ください。 

 
※1 現行シリーズのベースパック角形以外は、ルート 3 の場合のみ検討を行います。ルート 1 またはルート 2 の場合は別途検討が必要です。 

※2 すべての柱型ですべてのせん断力作用方向において側方破壊耐力（sQu）を検討します。BTM に読み込むことで方向別に実際の立上げ部段差を考慮した検討が可能です。 

※3 カタログや設計ハンドブックに記載の柱型コンクリートの設計基準強度(Fc)下限値で柱脚耐力を算出します。 

※4 BRAINNX の柱脚データファイルを読み込む場合は、ブレースの偏心検討ができません。 

※5 鉛直偏心量の数値は BTM と連携していません。鉛直偏心量を BTM に手入力することで、ASCAL と同様の検討が可能です。 

※6 特に指定がない場合、常に側方破壊耐力（sQu）を考慮します。SS7 では「sQu を考慮」の有無を柱脚ごとに個別指定できます。  

 

（各項目の説明） 

① 曲げ耐力の Fc 連動：設計ハンドブック等に記載の適用範囲内で Fc を大きくすることにより、長期圧縮軸力が大きな柱などに対応できる場合があります。 

② 基礎柱型破壊防止の検討：柱型の立ち上げ部の (a)縁辺の剥落、(b)立上げ部の割裂、(c)端部のせん断力による剥落について、以下の検討を行います。 

(a)(b)：柱脚に生じる力が、柱脚降伏曲げ耐力曲線を越えないことを確認します。 

(c)：せん断力の作用方向前方に接合する基礎梁または基礎フーチング天端からの立上げ部段差が 50mm を超えた場合、立ち上げ部側面の側方破壊耐力（sQu）を

考慮して、せん断耐力の確認を行います。 

③ ブレース偏心：柱脚にブレースが偏心して接合されたことによって偏って生じる力の影響を考慮した柱脚の検討を行うことができます。 

④ スラブ等を考慮したせん断力加算（conQa）：柱脚部をスラブコンクリートに埋め込む場合、せん断力の作用方向前方に存在するスラブコンクリートによるせ

ん断耐力を、柱脚終局せん断耐力に加算することができます。 

②基礎柱型破壊防止の検討 ③ブレース偏心

(a)縁辺の剥落
(b)立上げ部の

割裂
(c)端部のせん断力

による剥落
水平方向 鉛直方向

SS7 〇 〇 〇 〇※6 〇 〇 〇
SS3 ×※3 × × × × × ×

㈱構造ソフト BUILD.一貫Ⅵ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
㈱構造システム ＋NBUS7 〇 〇※1 〇※1 〇 〇 〇 ×

㈱アークデータ研究所 ASCAL 〇 〇 〇 〇 × 〇※5 ×
㈱NTTファシリティーズ SEIN La CREA ×※3 〇 〇 〇※2 × × ×

㈱竹中工務店 BRAINNX 〇 × × × 不可※4 不可※4 ×
〇：一貫構造計算ソフト内で検討可能
×：BTMに読み込むことで検討可能

ユニオンシステム㈱ 

メーカー ソフト
①曲げ耐力の

Fc連動
④スラブ等を考慮した
せん断力加算(conQa)


